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国国副司
（省 令）
O 国立大学の学科及び課程並びに講座及び学科目に関す
る省令の一部を改正する省令（文部科学77) （平成13.10.
1 官報第3211号）
0 教育公務員特例法施行令第 1条の規定に基づき大学院
に置かれる研究科の長を定める省令の一部を改正する
省令（同78) （同）
（規 則）
O 人事院規則9-2 （俸給表の適用範囲） の一部を改正
する人事院規則 （人事院9-2-39) （平成13.10.l官
報第3211号）
0 人事院規則9-6（俸給表の調整額）の一部を改正する
人事院規則（同9-6-43）（同）
0 人事院規則9-8（初任給，昇格， 昇給等の基準）の一部
を改正する人事院規則（同9-8-44）（同）
0 人事院規則9-17（俸給の特別調整額）の一部を改正す
る人事院規則（同9-17-83) （同）
0 人事院規則9-30（特殊勤務手当）の一部を改正する人
事院規則（同9-30-43) （同）
司国国国
富山大学私学研修員， 専修学校研修員， 公立高等専門学校研修員及び公立大学
研修員規則の一部を改正する規則の制定
富山大学私学研修員，専修学校研修員，公立高等専門学校研修員及び公立大学研修員規則の改正理由 ー
1 「私学研修員， 専修学校研修員， 公立高等専門学校研修員， 公立大学研修員及び教員研修センター研修員受入
実施要項（平成 1 3年3月30日文部科学省研究振興局長通知）Jの制定に伴い， 所要事項を改める。
2 字句等の整備を行う。
富山大学私学研修員， 専修学校研修員， 公立高等専門学校研修員及び公立大学研修員規則の一部を改正する規則を
次のとおり制定する。
平成13年10月19日
富山大学私学研修員， 専修学校研修員， 公立高等専門学校
研修員及び公立大学研修員規則の一部を改正する規則
富山大学私学研修員， 専修学校研修員， 公立高等専門学
校研修員及び公立大学研修員規則 （昭和59年2月17日制
定）の一部を次のように改正する。
題名を次のように改める。
富山大学私学研修員， 専修学校研修員， 公立高等専
門学校研修員， 公立大学研修員及び教員研修センタ
ー研修員規則
第l条を次のように改める。
（趣 旨）
第 1条 この規則は， 私学研修員， 専修学校研修員， 公立
高等専門学校研修員， 公立大学研修員及び教員研修セン
ター研修員受入実施要項 （平成 1 3年3月30日文部科学
省研究振興局長通知） に基づく私学研修員， 専修学校研
修員， 公立高等専門学校研修員， 公立大学研修員及び教
員研修センター研修員（以下f私学等研修員jという。）を
富山大学（以下「本学Jという。）に受け入れる場合の取
富山大学長 小 津 浩
扱いに関レ必要な事項を定めるものとする。
第2条中 「公立大学Jを「公立大学等Jに改める。
第3条中 「私学研修福祉会， 専修学校教育振興会， 公
立高等専門学校長， 又は公立大学長から私学等研修員の
受入れ申請があったときはJを「私学研修福祉会， 専修学
校教育振興会， 公立高等専門学校長， 公立大学長文は教
員研修センター から私学等研修員の受入れ申請があった
ときはJに改める。
第4条中 「特別の理由がある場合には6月又は3月J
を「特別の事情のある場合には， その期間において ， 研
究期聞を6 か月文は3 か月J に改める。
第6条を次のように改める。
（研究料）
第6条 研究料は， 「受託研究員， 私学研修員， 専修学
校研修員， 公立高等専門学校研修員， 公立大学研修員及
び教員研修センター研修員の研究料について （文部科学
省研究振興局長通知）Jによる。
附 則
この規則は， 平成 1 3年10月19日 から施行し， 平成13
年4月 1 日から適用する。
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富山大学留学生センタ一規則の一部を改正する規則の制定
富山大学留学生センター規則の改正理由
外国人留学生に係る入学前における予備教育について は， 留学生センター設置時から大学院入学前予備教育として
実施して いるところであるが， 日韓共同理工系学部留学生を受け入れることに伴い， 所要事項を明記する。
富山大学留学生センタ一規則の一部を改正する規則を次のとおり制定する。
平成13年10月19日
富山大学長
津
浩
富山大学留学生センタ一規則の一部を改正する規則
富山大学留学生センター規則 （平成 1 1 年3月3 1 日制定） の一部を次のように改正する。
第3条中第5号を第6号とし， 第2号から第4号までをl号ずつ繰り下げ， 第 1号の次に次の 1 号を加える。
( 2） 外国人留学生に係る入学前における予備教育 （以下 「予備教育」 とLづ。）
附 則
この規則は， 平成 1 3年 1 0月 1 9日から施行し， 平成 1 3年 1 0月 1 日から適用する。
司副司
学長候補者選挙管理委員会(10月 1日）
（議 題）
( 1）本選挙候補者の経歴書について
( 2）本選挙不在者投票について
( 3）不在者投票の立会について
( 4）選挙当日の日程について
( 2）富山大学学長候補者選挙に関する問題点について
国立大学の設置形態に関する検討特別委員会(10月18日）
（議 題）
( 1）新しい 「国立大学法人」 像について （中間報告）に対す
る意見等について
国立大学再編・統合検討委員会(10月5 日）
（審議事項）
( 1）再編統合問題について
附属図書館運営委員会(10月18日）
（審議事項）
( 1）次期附属図書館長候補適任者の選考方法及び日程につ
いて
( 2）特別図書の選定について
( 3）研究紀要等の収集方針について
学長候補者選挙管理委員会(10月10日）
（議 題）
( 1)学長候補者選挙本選挙の選挙資格者数について
( 2）本選挙不在者投票状況について
( 3）本選挙の実施について
( 4）投票結果の確認・ 公示について
評議会(10月 1 9日）
（審議事項）
( 1）富山大学留学生センタ一規則の一部改正について
入学試験実施委員会(10月1 1日）
（審議事項）
( 1）平成 1 4年度入試情報開示 （一般選抜， 専門高校 ・ 総合
学科 卒業生選抜， 私費外国人留学生選抜） について
( 2）平成 1 4年度入学試験の電算処理に伴う指示書について
( 3）平成 1 6年度入学者選抜に係る教科 ・科目等について
( 4）入学者選抜に係る実施体制の見直しについて
国立大学再編・統合検討委員会(10月 1 9日）
（審議事項）
( 1）再編統合問題について
部局長会議(10月23日）
（審議事項）
( 1）在外研究員の推薦順位について
学長候補者選挙管理委員会(10月 1 2日）
（議 題）
( 1）富山大学学長候補者選挙選挙記録について
教養教育運営協議会(10月23日）
（審議事項）
( 1）教養教育の見直しについて
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全国国立大学生涯学習系センター研究協議会を開催
第23回全国国立大学生涯学習系センター研究協議会が，
1 0月25日（ 木）～26日（ 金）の両日，本学の当番により，富
山国際会議場において 開催され， 全国26の大学・短期大学
生涯学習系センターから74名の教官， 事務担当者及び本学
事務局関係者9名が参加しました。
25日の会議では，小津 浩学長及び文部科学省生涯学習政
策局生涯学習推進課の金口恭久課長の挨拶に続き，①公開
講座等事業に関する広報活動の取り組みについて ②高等
教育機関によるリカレント教育ーその調査研究と実践例
一③公開講座の独立採算開講について ④今後の協議会の
開催方法について ーscs利用による開催，または地域別分
科会方式について の検討ーを協議事項として 各大学の取
組状況及び情報交換について 熱心な討議が行われました。
翌26日の会議では，パネルディスカッション「インターネ
ットによる大学開放の可能性Jが開催され，最初に米国政
明 本学工学部教授の基調講演に引き続き， ①久津武司
富山県教育委員会生涯学習室長から「インターネットを活
用した県教育委員会の施策Jについて ②長谷川総一郎 本
学教育学部教授から「インターネット市民裂を実施して J
について ③柵 富雄（株）インテック行政システム事業本
部参事から「企業人の学習の変化jについて 報告があり，そ
の後活発な質疑討論が行われました。
なお，平成15年度には静岡大学において ， 平成16年度には
琉球大学において 開催が予定されて います。
｜平成14年度入学者選抜の概要｜
｜平成14年度入学者選抜の概要と昨年度との主な変更点｜
1 一般選抜
( 1）実施方式及び実施日程
日程は， 国立大学協会からの「国立大学の入学者選抜について の平成14年度実施要領」に基づく変更であり，年月日
並びに曜日の変更が主である。（｛ ］は， 昨年度の実施日程）
O出願期間
平成14年 1 月28日（月）～ 2月6 日（ 水） [ 1 月29日（月）～2月6日（火）] 
0検査期日
前期日程・平成14年2月25日（月） [2月25日（ 日）］
後期日程：平成14年3月12日（火） [3月12日（ 月）] 
0合格発表
前期日程：平成14年3月7日（木） [3月7日（ 水）］
後期日程：平成14年3月21日（ 木） [ 3月21日（ 水）］
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0入学手続
前期日程：平成14年3月14日（木）'15日 （金） [ 3月14日（水）'15日（木）］
後期日程：平成14年3月27日（水） [3月27日（火）］
( 2）募集人員
入学定員等（［
入学定員
前期日程
後期日程
］は，昨年度の入学定員等）
1,395人［1,435人1
815人［857人］
302人［301人］
専門高校等選抜
特別選抜
8人［8人1
270人［269人］
(3）出願資格
変更なし
(4）入学者選抜実施教科・科目等
①人文学部
O「大学入試センター試験Jの「外国語J選択科目に「韓国語Jを追加する。
②教育学部
O「大学入試センター試験J の「外国語J選択科目に「韓国語J を追加する。
or生涯教育課程・生涯スポーツ専攻jのf大学入試センター試験の利用教科・科目J
・「後期日程jの「利用教科・科目jについて 変更する。
第442号
「国 ト国III→「〔国 卜国II〕，〔世A，世B，日A，日B，地理A，地理B 〕，〔現社，倫，政経〕，〔数ト数A，数日・数8,
工，簿，情報 〕，〔総理，物B，化B，生B，地学B〕から1 J 
・「後期日程jの「個別学力検査科目jについて 変更する。
「体育実技J→「面接（スポーツ活動調書の内容を含む）J 
③経済学部
「大学入試センター試験Jの「外国語J選択科目に「韓国語Jを追加する。
④理学部
「大学入試センター試験J の「外国語」選択科目に「韓国語J を追加する。
⑤工学部
0「大学入試センター試験」の「外国語」選択科目に「韓国 語J を迫加する。
O「電気電子システム工学科jの「大学入試センター試験の利用教科・科目J
. r前期日程」の「国語Jについて 変更する。
「国 ト国III→「国 I，国 ト国 Hから1 J 
．「後期日程Jの「国語jについて 変更する。
「国 ト国IIJ →「国 I，国 卜国 Hから1 J 
. r専門高校・総合学科卒業生選抜jの「国語Jについて 変更する。
「国 I・国IIJ →「国 I，国 ト国 Hから1 J 
0「機械知能システム工学科Jの「大学入試センター試験の利用教科・科目j
. r前期日程J の「国語J について 変更する。
「国 卜国IIJ →「国 I，国 I・国 Hから 1 J 
．「後期日程J の「国語Jについて 変更する。
「国 卜国 HJ →f国 I，国 ト国IIから1 」
. r専門高校・総合学科卒業生選抜Jの「国語J について 変更する。
「国 卜国IIJ→「国 I，国 ト国 Hから1 J 
O「物質生命システム工学科Jのf大学入試センター試験の利用教科・科目J
. r前期日程J の「国語Jについて 変更する。
「国 ト国IIJ→「国 I，国 ト国 Hから1 J 
. r後期日程JのI国語jについて 変更する。
「国 I.国II」→「国 I，国 卜国IIから1 J 
－「専門高校・総合学科卒業生選抜Jの「国語Jについて変更する。
「国 I・国 HJ→f国 I，国 I・国 Hから 1 J 
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2 特別選抜
( 1 ）実施方式及び実施日程（｛ ］は，昨年度の実施日程）
。大学入試センター試験を課さない特別選抜（人文学部推薦入学を除く）
0願書受付 平成13年 1 1月6日（火）～1 1 月 1 2日（月） [ 11月2日（木）～1 1月9日（木）] 
0検査期日 平成13年11月28日（水） [ 1 1月22日（水）］
0合格発表 平成13年12月7日（金） [ 12月 1 日（金）] 
0入学手続 平成14年2月18日（月） [2月16日（金）］
。大学入試センター試験を課す特別選抜（人文学部推薦入学）
0願書受付 平成13年12月13日（木）～12月19日（水） [ 1 2月11 日（月）～ 1 2月 1 5日（金）] 
0検査期日 平成14年 1 月23日（水） [ 1 月17日（水）］
0合格発表 平成 1 4年2月10日（日） [2月10日（土）］
O入学手続 平成14年2月18日（月）［2月16日（金）｝
(2）募集人員
O教育学部
。推薦入学
・生涯教育課程・発達臨床専攻で募集人員を変更する。
2→ 3  
(3）出願資格
変更なし
(4 ）入学者選抜実施教科・科目等
①人文学部
。推薦入学
－「大学入試センター試験Jのf外国語J選択科目にf韓国語Jを追加する。
②教育学部
。推薦入学
・情報教育課程・教育情報システム専攻
第442号
「小論文Jを「小論文J（コンピュータ及びインターネットを利用した情報活用の実践カを含む）とした。
O社会人特別選抜
－情報教育課程・教育情報システム専攻
「小論文Jをf小論文J（コンビュータ及びインターネットを利用した情報活用の実践力を含む）とした。
③経済学部：変更なし
④理学部：変更なし
⑤工学部・変更なし
3 私費外国人留学生特別選抜
( 1 ）実施方式及び実施日程（｛ ］は，昨年度の実施日程）
0出願期間 平成 1 4年 1 月28日（月）～ 2月6日（水） [ 1 月29日（月）～ 2月6日（火）] 
0検査期日 平成14年2月25日（月） [2月25日（日）］
O合格発表 平成14年3月 7日（木） [ 3月7日（水）］
0入学手続 平成 1 4年3月14日（木）'15日（金） [3月 1 4日（水）, 1 5日（木）］
(2）募集人員
変更なし
(3）出願資格
変更なし
(4 ）入学者選抜実施教科・科目等
変更なし
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1 . 入学定員（募集人員）
寸，....，.ー
入
学
一般選抜募集人員 専門高校・ 特別選抜募集人員
学 科 ・ 課程等
定
員
総卒業合生学選科抜 備 考
部 前期日程後期日程 （前期日程） 推薦入学帰国子女特別融社会人特別選抜
人
人
文
A守ム！： 科
60 36 13 10 若干名 1 
文
国
際
文
イヒ
寸＂＇，！： 科
50 30 11 8 若干名 1 
A子�弘 三Eコ 圭ロ五ロ
文 化
戸弓孟t与． 
科
75 45 17 12 若干名
部 言十 185 111 41 30 若干名 3 
A弓aゐ� 校 教 育 系 23 14 9 
；主子主，
（教育学・学校心理学・幼児教育専攻）
教
校
障 害 児 教 育 系
教
（障害児教 育専 攻）
7 5 2 
＝同""" 
言 語 ・ 社 会 系
教
（国語教育・英語教育・社会科教育専攻）
25 17 8 
貝
育
養 自 然 ・ 生 活 系 25 19 6 
成 （数学教育・理科教育・技術教育・家政教育専攻）
課
て士t"
術
． 体 育 系 若干名 若干名
推保2健薦名体入，
育
学美
専
術は
攻
，
教
音
育
3
名
専楽
攻
教
育
3
専
名
，
攻
コz 20 7 5 8 
程 （音楽教育・美術教育・保健体育専攻）
（保健体育専攻） （保健体育専攻）
計 100 62 30 8 若干名 若干名
弓,u.ゐユ 生 発 達 臨 床 専 攻 10 4 3 3 若干名
重喜程
生 涯 ス ポ ー ツ 専 攻 10 4 3 若干名 若干名
人 間 環 境 専 攻
20 14 6 若干名
小 計 40 22 12 6 若干名 若干名
部 教育情報
シ ス テ ム
専攻
20 8 4 8 若干名
マルチメディ ア芸術専攻
10 4 2 4 若干名
小 計 30 12 6 12 若干名
百十 170 96 48 26 若干名 若干名
墨 経 済 で
A主子I与
科
135 80 31 24 若干名
主間 経 A邑Aゐ ふ弓込！： 科 115 71 24 20 若干名
経 コ
経 声己込』、 法 Aヲ主！.与 科 95 59 20 16 若干名
済
ス 言十 345 210 75 60 若干名
主夜間
経 済 且てFι 科 20 3 7 10 
品f皐－． 
経 A邑.. A子＇－！： 科 20 3 7 10 
コ
経 戸邑ふ.. 法 A子�与忌 科 20 3 7 10 部 ス 計 60 9 21 30 
言十 405 219 96 60 若干名 30 
数
A十比
科
50 28 6 15 若干名 1 
理 物 理 で,u.十d
与
科
40 26 6 7 若干名 1 
イヒ 子A孟4 科 35 22 7 5 若干名
ヲ� 生
物
守,ll'二－ 
科
35 23 5 5 若干名 2 
地 球 科 お十注4 科 40 29 9 若干名 2 
部
生 物
圏 環 境 科 学 科
30 19 5 5 若干名 1 
5十 230 147 38 37 若干名 8 
電気電子シ
ス テ
ム工学科
88 52 18 2 15 若干名 1 
工
知 有巨 情
報
工
お守注a与． 
科
78 45 16 2 14 若干名 1 
ぶ十ミ主．
機械知能シ ス テ ム工学科 88 52 17 2 16 若干名 1 
部 物質生命シ ス テ ム工学科 151 93 28 2 27 若干名 1 
言十 405 242 79 8 72 若干名 4 
� 計 1,395 815 302 8 225 若干名 45 
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2. 平成14年度富山大学入学者選抜方法等
( 1) 一般選抜（前期日程）
選抜方法等 個 別 学 力 検 査 等
個
g1j 
� 与
力
検
査
を
諜
す
実技検査等
実 面小 量
技 論：E
検 也世
お
'l 文 リ査 ス
を を ニ
を ング
諜 テ課 戸 ス
す
fT
す 主� 
学部・学科名 る る う る Z
人
文
A十ゐ4」
部
教
育
必7孟4与
部
人 文 P寸邑 ιー 科
. ....... ······- --- - ，．，．‘ーー，. ，． ．．．‘・・ ・b’ーー ー ， 
国 際 文 化 学 科
ー.. ’・・・・ ・ ー・・・“ ・．．．． ． ． ．・－－－－－－． ........・4・，，．ー－・ー
モ三ー
Eコ
ふ寸晶ι・
校
教
育
教
員
養
成
課
宝玉 文 化 学 科ロロ
学校教育系
障害児教育系
言語・社会系
自然・生活系
教育学 専攻
----- ’・a・ ・.. ..
学校j心理学専攻
“・ ． ．．．・··－－－－－－－－－－ .・
幼児教育専攻
障害児教育専攻
国語教育専攻
亭・．‘..晶・．‘亭.ーーー・・・b’・・....
英語教育専攻
ー，·－－－－ー，．．，．．．．．，，，．，．
社会科教育専攻
数学教育専攻
...ー··· ···－ー－ －－－－－－－－－
理科教育専攻－ーーー ・・ー・・・・ーーー・ーーー．．．．
技術教育専攻－ ー－ー..・－ー ・－－－－－－··‘ーー，，
家政教育専攻
音楽教育専攻
。 × 
× × 
× × 
。 × 
。 × 
× O 
程 ・ .ーーーーーー・，ーーー··－－－－－－－ ー ーーー，.... ．‘4・・・ー・．
生涯
教霊育
芸術・体育系 美術教育専攻 × O 
ー，...・・..ーーーー・・・b・・...ー． ー ...ーー．．・ ．“・・．．．． 
保健体育専攻
× O 
発 達 臨 床 専 攻 × ×  
生涯ス ポー ツ専 攻 × 0 
人 間 環 境 専 攻 0 x 
教育情報システム専攻 O × 
マルチメディア芸術専攻 × ×  
× × × 
× 。 × 
× 。 × 
× × × 
× × × 
× ×  × 
－ ーーーーーー・4・ －－ー．，．． -- ..‘・
× O 
. －・.ーーー・ ・ ー ．－ー
× ×  
× 0 
× ×  
× ×  
× ×  
× O 
× 
ー －－ －－－－
× 
× 
× 
× 
× 
× 
2段 階 選 抜
第l鵬の
主として， 調選抜による
査書の内容と合格者数
大学入試セ ン
ター試験の成 定 そ
績により第1 員
段階選抜を行 に
い， その合格 対 の
者について更 す
に必要な検査 る
等を行一う 倍率他
× × × 
× × × 
専門高校・総合学科
卒 業 生 選 抜
個 実技検査等 募
2 実 面小 量
力技 論 集
検 検
接
文
査 査 を を 三
を を
S耐園に コ長ァ
人
課 課 行 ス
す す す 事
る る う る 員
× × × × × × 
× × × × × × 
第442号
ア 個
ド g1j 、、、
ツ 弓.... 与aみ
1ノ カ
ヨ
備 考ン 検
査 （欠員の補充の方法等）オ
フ 等
イ の
ス
入 日
試 程
× 欠員補充の方法
等は、学生募集
要項に記載。
2 
月
25 
日
× 
（月）
※美術教育専攻の個
g1j学力検査等の実技
検査等については，
実技検査又は小論文
のう ちいずれかを選
択させる。
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選抜方法等 個 別 学 力 検 査 等
専門高校・総合学科 ア 個個 実技検査等 2段 階 選 抜 卒 業 生 選 抜 ド Bリ
別 、
第if.購の 個 実技検査等 募 ：、， 学学 実 面小 量 、ノ主として， 調選伎による 力
力技 論：E 査書の内容と合格者数 ヨ 備 考
検 接 � 大学入試セン ン 検検 ター試験の成 定 そ 力技 論 集 査文 リ
検 検
接
文 （欠員の補充の方法等）査 査 ス 績により第l 員 オ 等を を ニ 段階選抜を行 に 査 査 を を 三 フを を ング い， その合格 対 の を を ン 人
イ の
課 課 課 テ 者について更 す 課 享 ス
に必要な検査 る 課
課 行 ス 入 日す
等を行う 倍率 他
試 程
学部・学科名 る る う る る る う る 員
経 済 白寸晶aー－ 科
・・ . ..ー・・・ ー ー・・・・・ ・ ー・・.....・，............
経 昼間主 経 営 Aす－＇！.与 科 。 × × × × 欠員補充の方法コ ース
・ ..ーー，，...亭亭亭骨骨.....‘・ー・・・・・・ー・...，・・・ ・ー..・ー
等は、学生募集済 経 営 法 学 科
× × × × × × × × × × 2 要項に記載。
学 経 済 A弓L 4ー 科
ーーーー・ー ・・ーーーーー・ーー，ー－－ー－・ ー..』噂噂噂 ・，，，．，．， ，．， 
夜間主 経 営 � 科 × × × × × 部 コース 月ー ...・ー・・ーーー・・ ・ーーーー・・・・..ーーー－ ·····－··，・ ． 
経 営 法 学 科
数 品十-4 科 25 
ーーーー ーーーーー・.. ....ーー...... 晶晶晶圃a....‘時晶晶’e ..・‘骨晶骨骨.，晶合a』ー．，．．，
理 物 理 学 科
..ー骨骨骨・ー ー，ーー－ー．． ．．．．． ，．．．，． ，．．．．．．，．‘・‘・，............
イヒ � 孟-4 科 日
学 . .. ...・・ ー・4・・ ・ . ...合唱・....，・・．．． ..... ....... ····-- 。 × × × × × × × × × × × × × × 
生 物 店す主4与ー 科
.. .‘晶争亭晶骨 骨骨争骨 骨 ーーーーーー－ ..... 合 唱b’ー.. ..，・ー．．．．．．．．．．．
伺）
部 地 球 科 A寸-'t 科
ーー ーー ・aa， ーーー ーーー・a.. .ー........ 骨骨骨.... ...ーーー・・・.....ー
生物圏 環 境 科学 科
電気電子システム工学科 2人
工 ーーーー，，．．．． ．．．．．． ，，．．．． ．，ーー・・・・・・ ・・・・・・.. ー，．‘ー...・.....ーー・
知 能 情 報 工 学 科 2人
A寸孟 4与 ー... ””’・ ....ー・・ ・ .ー・・a・・ーー・.・.ーー・.，，骨骨合............ ・．‘ 。 × × × × × × × 。 × × × × ··-··· × 
機械知能システム工学科 2人
部 ーー・.ー ーーー・ー・ー ー ー ー·· ···－ーー－ ····－－－－· ··－·－－－－ －·・・・・・.. ー ..，，’‘ 
物質生命システム工学科 2人
（注） 1. 0印は， 当該検査等を課すこと又は該当することを示す。
2. ×印は， 当該検査等を課さないこと又は該当しないことを示す。
3. 調査書に③標示を希望する。（入学者選抜方法の研究資料として利用するため）
nu 
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(2) 一般選抜（後期日程）
選抜方法等
学部・学科名
人
文
A寸，，.与
部
教
育
$ 
部
人
亭ー，． 4砕
文 十,.,,. 科
争・・ a・ ・・・・ ・ ーー・ー－ － －－ . ・ ， ··－ ・ ． ． ‘ ・ ・・・・ ・ .....
国 際 文 化 学 科
ーー······ ... 晶骨骨骨 ー ーーーーー・ ー....晶合唱，.......・，ーーー． ----···· . 
�呈コ
， 
Aで f.d」
校
教
育
教
員
養
成
課
程
生涯
教
育
課
程
2否 文 化 弓A孟�与 科
学校教育 系
障害児教育系
言語・社会系
白然・生活系
芸術・体育系
教育学専攻
..・・ ・・ーー’ー．喝ー・ ． ． ． 
学校J心理学専攻
----·· ．‘”’ a・・．． ．． ．．．． 
幼児教育専攻
障害児激育専攻
国語教育専攻
－ー・・・・ ・ ー・..ー・．． ． 
英語教育専攻
－ ー．．．．．．．．． ．．．‘・ー・・・ ・ー
社会科教育専攻
数学教育専攻
・・.ー・.........ーーー・－····
理科教育専攻
....骨骨骨骨・ ・ーーーーーー・．
技術教育専攻
....・・.. ..ーーーー－ー．．
家政教育専攻
音楽教育専攻
”ー・・a・・・・・ーー・・・....ー・b
美術教育専攻
··- －－－······‘ー，，，．．．． ．
保健体育専攻
発 達 臨 床 専 攻
生涯ス ポー ツ専 攻
人 間 環 境 専 攻
教育情報システム専攻
マルチメディア芸術専攻
学 報
個 別 学 力 検 査 等
個
)jlj 
Aて比r 
力
検
査
を
課す
る
× 
× 
× 
× 
× 
× 
実技検査等
実 面小 量
お技 壬aム岡
検 接 '1.: 文 リ査 スを を 二
を ン諜Z
る う る
× × 。 × 
× × 。 × 
× × 。 × 
× × 。 × 
× 。 × × 
。 × × × 
× ×  × O × 
X ×  。 × × 
× ×  × O × 
× ×  × 。 × 
× ×  。 。 × 
2段 階 選 抜
第l繍の
主として， 調選抜による
査書の内容と合格者数
大学入試セ ン
ター試験の成 定 そ
績により第1 員
段階選抜を行 に
い， その合格 対 の
者につ いて更 す
に必要な検査 る
等を行う 倍率他
× × × 
× × × 
専門高校・総合学科
卒 業 生 選 抜
個 実技検査等 募
2 実 函 小 事
力技 論 集
検 絵明
接
文
査 査 を を 三
を を 課長 人課 課 行 支すす す事るる る う る 員
× × × × × × 
× × × × × × 
第442号
ア 個
ド )jlj 、、
ツ f戸＇＂！：
シ カ
ヨ
備 考
ン 検
査 （欠員の祷充の方法等）オ
フ 等
イ の
ス
入 日
試 程
× 欠員補充の方法
等は、学生募集
要項に記載。
3 
月
12 
日
× 
ω 
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選抜方法等 個 別 学 力 検 査 等
個 実技検査等 2段 階 選 抜
glj 
A守4与 実面小 量 第l鵬の主として．調載によるカ技 論 E 査書の内容と合格撒
検接 文 ？ 大学入試セン検 ター試験の成 定 そ
査 査 ス 績により第l 員を を ニ 段階選抜を行にを を ン
課5 い，その合格 対の課 者について更す
す に必要な検査る
学部・学科名 る
諜
す
行
す 毒すでる
る うる 等を行う 率倍 他
経
済
学
部
理
Aすu�、
部
工
学
部
昼間主
コース
夜間主
コース
数
経 済 Aザ�ー' 科
． ．．．．． ．．．．．．““－ －ー－ー...・‘ ・・・ ・・・・・・・・ ・，，，．
経 戸邑品4』 点守－＇！： 科
．‘・‘・・・・・ ーー・ーー・・ ・b・ーーーーー・－－－－－・・ ．．．．．，． ，，，， 
経 営 法 学 科
経 済 学 科
ーーーー·····－ －ーーー，...，’ーーーーー・.............・p ，．，， 
経 営 学 科
’ ・・ ・ ・・・ ・・・・・・・ー・・・・・・・・・ー －－ ー ・ －－－－－－ － ·”’・ー・
経 営 法 学 科
A十... 科
・・ ・ー・ーーー・，·－ －－－－－－－－－－－· ··········“’・・・・・・ーーーー・・・ーー－ －－ー－···
物 理 学 科
， ． ‘・‘ ”・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・ ・・ー－・．．．．．．．．．．． ．．－・．・・・・・ ・・，.. .. ・・・4・・
化 寸A且」与 科
。
。
× 
－，．．．．． 
× 
.... ... 
× 
－ーーー，a ・.. ，．‘ーー・－－－－－・・ ー，，，，，．． ．，骨骨骨骨・ ー・・ーーー・・－－ー－－··ーーーーー・ ・ ・・・，．‘
生
ーーー－－－－－－－－・ ．．．．．． ． 
地 球
物 学 科
ー・・・・ . ..’ー・・・ー・ーーー・－－·－－·‘・・・・・，．．
科 A寸孟d二－ 科
..‘・・・・・・・・・・ ・ー －－ー－ー－ －ーーー・．．．．．．．．‘咽トー－－－．． 4・.. .. ・4・ 4・4・4・・・・・・・a・・ ・・．
生物圏 環 境 科学 科
× 
．‘ ..・・ーー・ー
× 
‘ － ー・，，．
× 
電気電子システム工学科× 
..・ ··············・・・・・・・・ーー・・・・・ー・ーー・ー....ーーー，，a ．．． ，．，，，，，，． ー ・・・ー・.
× 
× 
× 
ー ーー，，－－－
× 
4・ ー ・ー ーー．．
× 
－ ．．．．ーー．
× 
’ ・ー・．．．．
× 
ー ーー，，，，，
× 
× 
ー ・・・・ー・．
知 能 情 報 工 学 科×× 
・・・・・ーーー・・ ・・・・・．．．． · · ·－·······・ー・・・・・・・ー・・b・・・・・ー...・・・・・・
機械知能システム工学科
..，・・ー・ー・・・・・・・・・ーーー・ー・・・ーーー－－ーー－··－－－－－－－’噂司F・................
物質生命システム工学科
ー ー，唱曲唱··－－圃 圃圃司.....
×× 
・ ・・・ーー．－ －－ー－－ー．
×× 
× 
× 
× 
・・・・・・・b
× 
ーーー，a’.
× 
’ ー・・・・・ー
。
ー．．．ーーー
× 
’ E・・ー・．．
。
× 
ー ・ー··－－
× 
・．．．‘・．
× 
，．，．ー，，
。
× 
× 
× 
－ーーー・・ー
。
‘・‘・‘・‘・．．
。
······-
× 
ーー．．．．．
× 
・・ーーー・ー
× 
× 
，．””・
× 
× 
× 
× 
’ ・・．．・．
× 
－ ー，....
× 
× 
a・F’・4・，，，
× 
ー・・ー・，・．
× 
× 
ー・・ー・・ー．
× 
・・・ーーー ー ．司F’・唱ドー，．
×× 
· ···· · ー · ·····－
×× 
× × 
× × 
× × 
（注） 1. 0印は，当該検査等を課すこと又は該当することを示す。
2.×印は，当該検査等を課さないこと又は該当しないことを示す。
× 
× 
× 
専門高校・総合学科
卒 業 生 選 抜
個 実技検査等 募
2 実面小 量
カ技 論 集
検 検接 文
査 査を を 三
を を 2量＂＂ τtL 入
課 課 行 ス
す す す毒する
る る うる 員
× × × × × × 
× × × × × × 
× × × × ×× 
3.調査書に③標示を希望する。（入学者選抜方法の研究資料として利用するため）
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ア 個
ド 日リ、、
‘y 守ふM．ー 
シ 力
ヨ
備 考ン 検
査
オ （欠員の補充の方法等）
フ 等
イ の
ス
入 日
試 程
欠員補充の方法
等は、学生募集
× 3 要項に記載。
月
12 
日
× 
（刈
× 
平成 1 3年 1 1 月
(3) 特別選抜
選抜方法等
学部・学科名
人 人
文
�孟4与－ 国
部 宝Eヨ舌
学
校
教 教
育
教
育 員
養
成
A弓d与ー 課
程
部 生
文 学 科
際 文 イヒ 員4且－． 科
量回五目 文 化 AてA子4・ 科
学校教育系
障害児教育系
言語・社会系
自然・生活系
芸術・体育系
教育学専攻
・・ ．．．．．．・－．，・ー..・・4・・・ ー ・
学校心理学専攻
・・...・ーー，，， 司 ，，．骨骨骨骨・ ． 
幼児教育専攻
障害児教育専攻
国語教育専攻
ーーーーーー .・．‘ーー，，ー・・・・ーー...
英語教育専攻
争骨骨骨骨・....ーーーー...・，，．，．‘・
社会科教育専攻
数学教育専攻
ー······・.....，・ー・・・・ーー・．
理科教育専攻
－ー，，，，．’ー............ ー
技術教 育 専 攻
..‘’ー ・ a・・・・・・ ・ーー・・・・・・ーー・．
家政教育専攻
音楽教育専攻
・－ーーーーーー・－・ 4・ー，ー，．，．．．．
美術教育専攻
・・・ー．““・．．－・．．．．，，．．，，
保健体育専攻
発 達 臨 床 専 攻
生涯ス ポー ツ専 攻
人 間 環 境 専 攻
教育情報システム専攻
マルチメディア芸術専攻
学 報
推 薦 入 必4与－ 帰国子女・社会
入学定員の一部について， 出身学校長の推薦に基づき． 人等のための特
B哩抜学力検査を免除し調査書を主な資料として判定する
実 技 検 査 等
個別学力検査 個別学力検査 実 面 そ
を免除し， 大 及び大学入試 技 雪ロふ問
学入試センター セ ン タ ー試験 検 接 文
試験を課する を免除する 査 リ;;<. を を のを L〆
諜 ゲ課 テfT ス
す す 轟す
る つ る 他
。 × × × 。 × × 
× × × × × × × 
× × × × × × × 
× × × × × × × 
× × × × × × × 
× 。 。 。 × × × 
× 。 × 。 × × × 
× 。 × 。 × × × 
× × × × × × × 
× 。 × 。 。 × × 
× 。 × 。 。 × × 
推 帰
薦
入 国
S十.u. 
募
集 子
人
員 女
10人
一
8人 。
←一ーーーーー
12人
× × 
× × 
× × 
× × 
2 人
－ーーーー.......・ × 
3人
・．．．．．・・・ー・ーー ・・・ ・b・b・b
3人 。
3人 × 
3人 。
× × 
8人 × 
4人 × 
中 社
国
ヲ｜
場
� 
者
等
子
女 人
× 。
× × 
× × 
× × 
× × 
× 
× 
ー．，，，，，．
。
× 。
× 。
× 。
× 。
× 。
第442号
備 考
（欠員の補充の方法等）
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選抜方法等 推 薦 入 寸必孟 L与
入学定員の一部について， 出身学校長の推薦に基づき，
学力検査を免除し調査書を主な資料として判定する
実技検 査 等
個別学力検査 個別学力検査 実 面 そ
を免除し， 大 及び大学入試 技 論
学入試センター セ ン タ ー試験 検 接 文
試験を課する を免除する 査 ス
を を の
を ゲγ 
課 課 テfT ス
す す 事学部・学科名 る つ る 他
経 済 学 科
昼間主 経 戸邑孟4ら 学 科 × 。 × 。 。 × × 
経 コース
済 経 営 法 学 科
学 経 済 守＂＇！： 科
部 夜間主 経 営 A寸'Lみ 科 × × × × × × × コース
経 営 法 学 科
数 Aてf.a』 科 × 。 × 。 。 × × 
理 物 理 学 科 × 。 × 。 。 × × 
化 A守'L与 科 × 。 × 。 。 × × 
'7'-A孟，＿
生 物 Aす�与 科 × 。 × 。 。 × × 
部 地 球 科
点ず�与ら 科 × × × × × × × 
生物圏 環 境 科学 科 × 。 × 。 。 × × 
電気電子システム工学科
工
知 能 情 報 工 学 科
Aす�与 × 。 × 。 。 × × 
機械知能システム工学科
部
物質生命システム工学科
（注） 1. 0印は， 当該検査等を課すこと又は該当することを示す。
2. ×印は， 当該検査等を課さないこと又は該当しないことを示す。
推
薦
入
ヲA孟！.与
募
集
人
員
12人
ー・・，． －－・．．．
12人
一
10人
ー，－－－ ..‘”a 
10人
一
8人
ーー........・．
8人
× 
15人
7人
5人
5人
× 
5人
9人
ーーーー－－ ．．．．‘・
6人
8人
－・．ー．．．．．．．．
6人
10人
ーー・・4酔・・ー．合唱・ー
6人
16人
唱b’ーーーー・・a・...
11人
3. 調査書に③標示を希望する。（入学者選抜方法の研究資料として利用するため）
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帰国子女・社会
人等のための特
別選抜
帰 中 ネ土
国
国 ヲ｜ 備 考
揚
� 
者
子 等
子
女 女 人
推薦入学に つ いて
各学科の募集人員欄中， 上段
は職業教育を主とする学科以外
。 × × の学科を， また， 下段は職業教
育を主とする学科を対象とした
募集人員をそれぞれ示す。
× × 。
。 × 。
推薦入学について
① 面接には， 基礎学力に関す
る試聞を含む。
② 各学科の募集人員欄中， 上
。 × 。 段は普通科・理数科を， また，
下段は専門教育を主とする学
科（工業） 及び総合学科を対象
とした募集人員をそれぞれ示
す。
平成 1 3年 1 1 月 学 報 第442号
ミJ昌司君リ
異動区分 発令年月 日 氏 名 異動前 の所属官職 異 動 内 '.f; 
採
用
1 3 . 1 0 .  1 石崎 健生 文部科学事務官 （総務部研究協力諜）
II 堀 田 誠一 II （経理部主計課）
II 林 成剛 II （経理部契約室）
II 西川 幹郎 II （人文学部・ 理学部）
II 津 田 邦 史 技術補佐員 （総合情報処理センター）
II 林 弘貴 II II 
II 柳津健太郎 II II 
1 3 . 1 0 . 1 5  費藤 園雄 臨時用務員 （人文学部 ・ 理学部作業員）
昇 任 1 3 . 1 0 .  1 清家 彰敏 助教授 経済学部 （経営学科 経営学） 教 授 経済学部 （経営学科 経営学）
II 長谷川 隆 II II （経営法学科 民事法） II II （経営法学科 民事法）
II 中村 肇 講 師 II II 助教授 II II 
II 蓮覚寺聖一 助教授 工学部 （物質生命システム工学科応用化学） 教 授 工学部 （物質生命システム工学科応用化学）
II 辻 瑞樹 助 手 理学部 助教授 琉球大学 農学部
転 任 1 3. 1 0 .  1 小畑 史子 助教授 経済学部 （経営法学科 企業関係法） 助教授 京都大学 総合人間学部
II 川 上 貴教 独立行政法人産業技術総合研究所研究員 助 手 理学部 （物理学科 物性物理学）
II 高 山 恭一 経理部契約室 東京大学 （総務部人事課）
配 置 換 1 3 . 1 0 .  1 田 中 茂 人文学部 ・ 理学部教務第二係主任 工学部教務係主任
百平 職 1 3. 1 0 .3 1 筒井 洋一 教 授 （人文学部） 辞 職
任 用 更 新 1 3. 1 0 . 1 高橋 純 技術補佐員 （総合情報処理セ ンター） 任用 を 更新す る （～ 1 4 . 3.3 1 )  
II 早河 秀章 II II II 
II 山 下 淳 II II II 
II 中村 誠 II II II 
II 細 川 薫 II II II 
II 森 田 和延 II II II 
II 綿貫 俊之 II II II 
休 職 1 3 . 1 0 .  1 松井 博文 総務部企画室大学改革係主任 期 間更新 （ ～ 1 3 . 1 2 . 3 1 )
退 職 1 3 . 1 0 .  1 佐藤 宏 隆 技術補佐員 （総合情報処理セ ンター） 平成 1 3年 9 月 30 日 限 り 退職
II 河合 宏文 II II II 
II 山 崎 剣治 II II II 
II 山 口 真悟 II II II 
育 児 休 業 1 3 . 1 0 . 24 平田 暁子 文部科学技官 （工学部） 育児休業 （ ～ 1 3 . 1 1 .30)
職 務 命 令 1 3 . 1 0 . 1 川 上 貴教 助 手 理学部 水質保全セ ンタ ー勤務 を 命ず る
II 加 賀 谷重浩 講 師 工学部 水質保全セ ンタ ー勤務 を 命ず る
II 米 田 政明 教 授 II 技術部長 を命ず る （ ～ 1 5. 9 . 30) 
- 15 -
平成 1 3年 1 1 月 学 報
昌也司副
富山 ・ 石川両県の高等学校長と の懇談会を 開催
1 0月 2 日 （火） に 平 成 1 3年度高等学校長協会 と 本
学 と の 懇談会が開催 さ れ ま し た 。
こ の 懇談会 は ， 高 等 学 校 と 大学 と の 接 点 で あ る 大
学 入試 を 中 心 と し て ， そ れぞ れ の 教 育 の 現 状 や 問 題
点 に つ い て 意 見交換 を 行 い ， 相 互 理解 を 深 め る こ と
を 目 的 と し て ， 毎年開催 さ れて い る も のです。
今 回 の 懇 談 会 に は ， 富 山 県 内 か ら 40 校 ， 石 川 県 内
か ら 1 6 校 の 高 等 学 校 長 及 び 富 山 県教 育 委 員 会 関 係
者 1 名 の 計 5 7 名 と ， 本 学 か ら 小 津 学 長 ， 鈴 木 副 学 長
及び各学部長が 出 席 し ま し た 。
会議で は ， 小津学長 か ら 人 文学 部 の 合否判定過誤
と そ の後の対応の誤 り に つ い て の謝罪及び改善 に 向
け て の検討状況 の 報 告 等 が あ っ た 後 ， 中 田 富 山 県高
等学校長協会長 の 挨 拶 ， 鈴木副学長か ら の 大学概要
の説明及び各学部長か ら 近況説明が行 わ れ ま し た 。
そ の 後 ， 「大学入試セ ン タ ー試験の 5 教科 7 科 目 の
導 入 に つ い て 」 を 議題 に 活発 な 意見交換が行 われ， 実
り 多 い懇談会 と な り ま し た 。
第442号
全国国立大学学生指導担当副学長 ・ 学生部長協議会を 開催
第 2 2 回 全 国 国 立大学学生指導担 当 副学長 ・ 学生部
長協議会 が 1 0 月 4 日 （ 木 ） . 5 日 （金） の 両 日 ， 本学 を
当 番 校 と し て ， 名 鉄 ト ヤ マ ホ テ ル に お い て 開催 き れ
ま し た 。
こ の 協議会 は ， 学生 の 厚生補導等 に 関 す る 諸 問 題
に つ い て 協議 し ， ぞ れ ら の 改善， 充実 を 図 る こ と を 目
的 と し て 年 l 回 開催 き れて い る も のです。
今 回 の協議会 に は ， 全 国 の 国立大学 か ら 99 名 の 副
学 長 ・ 学生部 長 が 出 席 し ， ま た ， 文部科学省 か ら 戸 渡
高等教育局学生課長及び費藤 就職指導専 門 官 が 同
席 さ れ， 本学鈴木副学長が議長 を 務 め る 中 ， ①国立大
学 の 再 編 ， 統 合 の 可 能 性 と そ れが及 ぼす影響②学生
に よ る 授 業評価③入試事務 に お け る ミ ス 防止策④学
生 相 談窓 口 の 利 用 と 今 後 の 相 談 体制 に つ い て ， 各大
学 の現状や検討状況 に つ い て 熱心な 意見交換が行わ
れ ま し た 。
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機器分析セ ン タ ー研究会を 開催
機器分析セ ン タ ー 2 0 0 1 年度第 1 回 研究会が 1 0 月
5 日 （ 金） に 本 学工学部大会議室 に お い て 開 催 さ れ ま
し た 。 こ の研究 会 は ， 最 新 の 研究や分析技術 に 関 す る
話 題 を 基 に ， 学 内 外 を 問 わず関心 の あ る 方 々 と 情報交
換 し 研究や技術 内 容 を 発展 さ せ る と と も に 教 育 研究
効果の 向 上 に 資す る 目 的で昨年発足 し た も の です。
今 回 は ， 当 セ ン タ ー の物性計測 部 門 を 中 心 に 企 画 ・
立 案 さ れ， 低温液化室 と の共催で， 「 S Q U I D を 利 用
し た 磁気特性 シ ス テ ム に よ る 磁気分析 と 核偏極法 を
利 用 し た 磁気異方性J を テ ー マ と し て ， 理 ・ 工学部の教
官 ， 学生及び学外者等約50名 が参加 し ま し た 。
最初 に ， 広 島大学大学院先端物質科学研究科藤 田 敏
三教授 に よ る I S Q U I D の 原 理 と そ の 応用法J と 題
し て の 基 調 講 演 が あ り ， 次 い で ， 本学理学部地球科学
科贋岡公夫教授， 物理学科桑井智彦助教授及び工学部
物質生命 シ ス テ ム 工学科西村克彦助教授 3 氏 に よ る
研究報告が行 われ， S Q U I D を 利 用 し た 多種多様な
研究方法が紹介 さ れ ま し た 。
そ の後 ， こ れ ら の報告を も と に 活発な議論が行 われ，
参加 者 は S Q U I D の 更 な る 可能性 を 知 る こ と が 出
来 ま し た 。
ム講演す る 広 島大学大学院先端物質科学研究科藤田敏三教授
次期学長候補者に瀧津 弘本学名誉教授を選出 ｜
小津 浩学長が平成 1 3年 1 0月 3 1 日 限 り で辞任す る
こ と に 伴 い ， 次期学長候補者の選考が行 わ れ ま し た 。
学長候補 者 選 挙管理委員 会 に 学長候補者 と し て 次
の 3 氏 が推薦 さ れ， 1 0月 1 0 日 （水） に 選 挙 を 行 っ た 結
果 ， 瀧津 弘本学名 誉教授が学長候補者 と な り ，
同 日 開 催 の 評 議会 に お い て 次期学長候補者 に 決 定 し
ま し た 。 任期 は ， 富 山 大学学長選考規則 に 基づ き 平成
1 3年 1 1 月 1 日 か ら 4 年間。
河 野 昭 一 （京都大学名 誉教授）
瀧 津 弘 （富 山 大学名 誉教授）
塚 野 州 ー （富 山 大学教育学部長）
瀧 津 名 誉 教 授 は ， 昭 和 3 2 年 3 月 富 山 大学文 理学部
を 卒 業 ， 同 3 5年 3 月 九州 大学大学 院文学研究科修士
課 程 を 修 了 後 ， 同 3 6年 6 月 に 鳥 取大学学芸学部助手
に 採用 さ れ， 同39年 l 月 間 講 師 ， 同4 1 年 4 月 同 大学教
育 学 部 講 師 ， 同 4 2 年 4 月 同 大 学 教 養 部 講 師 ， 同 4 2 年
1 2月 同助教授 ， 同49年 5 月 富 山 大学教養部助教授 ， 同
53年 4 月 同教授 を 経て 平成 5 年 4 月 に 富 山 大学教育
学部教授 に 就任 き れ， 同 1 2年 3 月 3 1 日 限 り 停年 に よ
り 退職 さ れ ま し た 。
こ の 間 ， 昭 和 5 4年 4 月 か ら 同 56 年 4 月 ま で 評議員
を ， 同 6 2年 5 月 か ら 平成 3 年 5 月 ま で 学生部長 を ， 平
成 6 年 2 月 か ら 同 1 0年 2 月 ま で 附 属 図 書館長 を 併任
さ れ ま し た 。 専 門 は ド イ ツ文学。 富 山 県 出身。
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教育学部がアメ リ 力合衆国マー レイ州立大学教育学部と学部間学術交流協定を締結
1 0月 1 1 日 （木） に 本学教育学部 が ， ア メ リ カ 合衆 国
マ ー レ イ 州 立 大学教育学 部 と 学 部 間 学術交流協定 を
締結 し ま し た 。
調 印 式 は ， 本学教育学部会議室 に お い て 行 わ れ， マ
ー レイ 州 立大学の ジ ャ ッ ク － ロ ー ズ教育学部長 と 本学
の 塚野州一教育学部長 に よ り ， 両学部聞 の友好 と 学術
交 流 （①学術情報 等 の 交 換 ， ②研究者等の交流， ③学生
の 交 流 ） の 促 進 を 図 る た め の 協定 を 締結 し ， 今後 の ま
す ま す の 発展 を 祈念 し て 堅 い握手が交わ さ れ ま し た 。
マ ー レイ 州立大学 は ， ア メ リ カ 合 衆 国 ケ ン タ ッ キ ー
州 の 西部 に 位 置 し ， 1 92 2 年 に 創設 さ れた 6 学部 か ら
成 る 総合大学で あ り ， 同 教育学部 は教員養成 を 主 目 的
と し て 充実 し た 教 師 教 育 や 生涯教育 に 取 り 組 ん で い
る こ と で知 ら れて い ま す。
｜ 平成1 3年度日本鮪大学協会北陸地区会学長 ・ 副学長 ・ 学部長 ・ 学部教官合同舗を開催 ｜
1 0月 1 2 日 （金） に 平成 1 3年度 日 本 教 育 大学協会北
陸地 区会学長 ・ 副学 長 ・ 学部長 ・ 学部教官合同会議が本
学教育学部 を 当 番校 と し て 富 山 市 の 名 鉄 ト ヤマ ホ テ
ルに お い て 開催 さ れ ま し た 。
こ の 会議 は ， 北 陸地 区 （新潟大学 ， 上越 教 育 大学 ， 金
沢大学， 福 井大学 ， 信州 大学及び富 山 大学） の教員養成
大学 ・ 学部 の 学長 ， 副 学 長 ， 学部長及び学部教官が毎年
一堂 に 会す る も の で ， 今 年 は 「 大 学 の 構造改革 に お け
る 教員養成系大学 ・ 学部 の 在 り 方j ， 「大学の再編統合J
及 び 「大 学 の 入試改革j 等 を テ ー マ と し て 終始熱心 に
討議が行われ ま し た 。
平成 1 3年度第 1 回事務職員啓発セ ミ ナーを開催
平成 1 3年度第 1 回本学事務職員啓発セ ミ ナ ー が 1 0月
1 5 日 （月 ） に 黒 田 講堂 に お い て 開催 き れ ま し た 。
講 師 に 黒 固 定 男 ・ 東 京成徳大学事務局 長 を 迎 え ， 同
氏 が神 戸 大 学 在職 中 に 遭遇 し た 阪神大震災 の 体 験 を
基 に し て 危機管理 に つ い て 講演 さ れ， 日 頃の備 え の肝
心 き ， 情報の収集 ・ 整理 と 管理の一元化， 危機管理対応
策 の 円 滑 ・ 迅速 な 決定 と 指揮命令系統の確立 等 を 熱心
に 訴 え ら れ ま し た 。
参加 し た 多 数 の 事務職員 は ， メ モ を 取 る な ど し て 熱
心 に 聴 き 入 っ て い ま し た 。
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フルブライ ト メ モ リ アル基金 （ F M F ） のアメ リ カ合衆国教員が来学
1 0月 1 6 日 （火） に フ ル プ ラ イ ト メ モ リ ア ル基金 （ F
M F ） の 「教育 プ ロ グ ラ ム j と し て ， ア メ リ カ 合 衆 国 の
教員20名 が本学 に 来学 さ れ ま し た 。
こ の フ ルプ ラ イ ト メ モ リ ア ル基金 は 同 国 の 故 フ ル
ブ ラ イ ト 上 院 議 員 が提 唱 し た フ ル プ ラ イ ト 交 流計画
に 源 を 発 し ， 現 在 は 日 米教育委員会が事 業 の 一環 と し
て 行 っ て い る も の で あ り ， 毎年 ア メ リ カ 合衆 国 の 多 数
の 教 育 関係 者 が 日 本 の教育現場 を 視察 し ， 関係者 と の
交 流 を 深 め ， ホ ー ム ス テ ィ 等 を 通 じ て 文化 ・ 社会 に つ
い て も 学ぶ機会 を 得 る も の で ， こ れ ま で2 , 300人が同
基金 に よ り 来 日 し ， 帰国 後全米各地で様 々 な 日 本 関連
の 教 育 プロ グ ラ ム を 展 開 し て い ま す。
一 行 は 魚 津 市 内 の学校視 察 の 途 中 来学 し た も の で ，
本学教官 と の懇談会 に 出 席 さ れ ま し た 。
懇談会で は 大学教員養成 に 関す る 役割 と 現状 （教官
数や学生数 ， 授 業 内 容等） 及び今後 の 課題 に つ い て 活
発 に 意見交換が行われ ま し た 。
ま た ， 本学学生 と の 交流 も 行 な われ， 和 や か に 懇談
し て い ま し た 。
全日本欧奏楽コ ンクールで本学吹奏楽団が銅賞を受賞
1 0月 20 日 （土） に 静 岡 県浜松市 の ア ク ト シテ ィ 浜松で 開 催 さ れた第49 回 全 日 本吹奏楽 コ ン ク ー ルの 大学 の 部 に
北陸代表 と し て 本学の吹奏楽 団 が初 出 場 し ， 見事銅賞 を 受賞 し ま し た 。
ア ン ト レ ブ レナー セ ミ ナーを開催
企業内起業 を 志す 人 を 対象 と し た ア ン ト レ プ レナー セ ミ ナ ー が 1 0月 24 日 （水） に 本学ベ ンチ ャ ー ビ ジネ ス ラ ボ
ラ ト リ ー等の主催で黒 田 講堂 に お い て 開催 さ れ ま し た 。
こ れ は ， 本 学 の 学 生 ・ 教職員及び県 内 企 業 の 社 員 に
起業の実態 を 周 知 し ， 新規事業分野 に 対す る 関心 を 呼
び起 こ し ， 今後 の ベ ンチ ャ ー ビ ジネ ス ラ ボ ラ ト リ ー に
お け る 研究や授業 に 対す る 意欲 を 高 め ， も っ て 起業 家
の 育 成 に 寄与す る こ と を 目 的 と す る も の です。
セ ミ ナ ー で は ， ま ず最 初 に リ チ ヤ ー ド ・ ダ ッ シ ャ ー ・
ア メ リ カ 合 衆 国 ス タ ン フ ォ ー ド 大学教授 が 「 今 ， シ リ
コ ンバ レ ー は j と 題す る 基調 講演 を 行 い ， 世 界 の 産学
連 携 の 実 情 や I T 産 業 の 動 向 な ど に つ い て 紹 介 さ れ
ま し た 。 続 い て ， 白 石末子 （株） ラ ポ ー ジ ェ 代表取締役
が県 内 のベ ン チ ャ ー の起 業 に つ い て 講演す る な ど ， 計
4 つ の 講演会が行われ ま し た 。
そ の 後 ， 各講演者 と 参加者 と の 質疑応答が行 わ れ ま
し た 。
nu 
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全日本教育工学研究協議会全国大会200 1 年富山大会を開催
教育の情報化， イ ンタ ー ネ ッ ト 等 ネ ッ ト ワ ー ク を 活
用 し た 情報教育支援 の プ ロ ジ ェ ク ト な ど ， 国や産学官
の 連携 に よ る 情報化支援事業 の 動 向 を 踏 ま え た 2 1 世
紀 の情報教育 の望 ま し い あ り 方 を 探 る 第 2 7 回 全 日 本
教 育 工 学研究協議会全 国 大 会 ， 第 1 5 回 コ ン ビ ュ ー タ
教育研究協議会 全 国 大 会 及 び第 7 回 全 日 本情報教育
研究協議会全国大会が 1 0月 26 日 （金） 及び同27 日 （土）
に 富 山 県 内 で 開催 さ れ ま し た 。
こ の う ち ， 2 6 日 に 富 山 県 教 育 文 化 会 館で 開 催 さ れ
た 全体会で は ， 本学 の 山 西潤一教育学部教授 を コ ー デ
ィ ネ ー タ と し て ， 4 人 の パネ リ ス ト に よ る r2 1 世紀 の
情 報 教 育 の 展 開 J と 題す る シ ン ポ ジ ウ ム が 行 わ れ ， 全
国 か ら 多数の研究者等が参加 し ま し た 。
ま た こ の 後 ， 中 尾哲雄 （株） イ ンテ ッ ク 取締役社長 の
講演等 も 行 わ れ ま し た 。
第 1 5回経営者 ・ 研究者交流会を開催
第 1 5 回 経営者 ・ 研 究 者 交流会が本学工学部 を 会場
と し て 1 0月 3 1 日 （水） に 開催 さ れ ま し た 。
女 川 博義 ・ 本学地域共 同 研究セ ンタ ー長の挨拶 に 引
き 続 き ， 谷垣 昌 敬 ・ 京 都 大 学 国 際融合創造セ ン タ ー 教
授 の 「2 1 世紀 に お け る 我 が 国 の 科学技術戦略 と 京 都
大学 の産学連携構想J と 題 し た 講演会が行 わ れ， 文 部
科 学省 を 中 心 と す る 我 が 国 の 科学技術戦略 と 今後 の
大 学 の 役割 や期待等 に 約 1 9 0 名 の 参 加 者 は 熱心 に 聴
き 入 っ て い ま し た 。
そ の 後 ， 6 会場 で 分科会が開催 さ れ， 1 8 の テ ー マ に
つ い て ， 企業の研究者や大学教官か ら 研究成果 の発表
が あ り ま し た 。 ま た ， こ の 中 の産学連携推進分科会で
は ， 研究成果 の 発 表 の 後 ， 「地域連携 に お け る 大学 の 新
し い役割j に つ い てパネ ルデ ィ ス カ ツ シ ョ ンが行われ，
活 発 な 意見交換や質疑応答が行 わ れ ま し た 。
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硬式庭球大会を 開催
平成 1 3年度学内 レ ク リ ェ ー シ ョ ン硬式庭球大会が 9
月 2 9 日 （土） に 本学軟式庭球場 に 除 い て 開催 き れ ま し
た 。
開 催 当 日 は す がすが し い好天 に 恵 ま れ， テ ニ ス 好 き
の職員約30名 の参加があ り ま し た 。
大会 は ， 部 局 対抗 の ダ ブル ス 戦 で進 め ら れ ， 勝 ち ゲ
ー ム 数 の 総合 得 点 で順位 を 決 め る ルー ルが採 ら れ ま
し た 。 中 に は ， 男 女混合組 も あ り ， 息 を 飲 む 熱戦 を 繰 り
広 げ， 参加者 は 心地 よ い汗 を 流 し て い ま し た 。
試合の 結 果 ， 三連覇 を 狙 っ て い た 経済学部等 を 押 し
の け て ， 事務局 が総合得点で優勝 し ， 元号が平成 に あ
ら た ま っ て 以来初 の栄冠 を 手 に し ま し た 。
女優 勝 事務局
大準優勝 工学部
第442号
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｜ 海 外 渡 航 者
渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡航先国 目 的 期 間
外 国 出 張 工 学 部 教 授 米 国 政 明 オ ー ス ト ラ リ ア 第 8 回Inteligent Transport Systems 1 3 . 1 0 . 2 
国 際会議 に 出 席， 研究発表 ～ 1 3 . 1 0 . 7 
工 学 部 助教授 佐藤 雅弘 ア メ リ カ 合 衆 国 超音波 シ ンポ ジ ウ ム に 出 席 ， 研究発表 1 3 . 1 0 .  6 
～ 1 3 . 1 0 . 1 2  
工 学 部 助教授 山 口 昌 樹 韓 国 日 韓糖原病 シ ンポ ジ ウ ム に 出 席 1 3 . 1 0 . 1 1  
～ 1 3 . 1 0 . 1 4  
理 学 部 教 授 清水 正昭 ド イ ツ 第89 回 ダー レ ム会議 （海底熱水系 の 1 3 . 1 0 . 1 1  
エネ ルギー と 物質移動） に 出 席 ～ 1 3 . 1 0 . 2 1  
工 学 部 教 授 唐 政 中 国 学部間協定 に 関す る 打 ち 合 わせ 1 3 . 1 0 . 1 1  
～ 1 3 . 1 0 . 1 6  
工 学 部 教 授 龍 山 智 柴 中 国 学部間協定 に 関す る 打 ち 合 わせ 1 3 . 1 0 . 1 1  
～ 1 3 . 1 0 . 1 6  
水素同位体科学 助教授 波多野雄治 ド イ ツ 核融合炉材料 に 関す る 国際会議に 出席， 1 3 . 1 0 . 1 3  
研究セ ンター 研究発表 ～ 1 3 . 1 0 . 24 
水素同位体科学 教 授 松 山 政夫 ド イ ツ ト リ チ ウ ム測定の研究 に 関す る 打合せ 1 3 . 1 0 . 1 3  
研究セ ンタ ー ～ 1 3 . 1 0 . 2 8  
理 学 部 助 手 池本 弘之 ド イ ツ 「液体 に お け る 相転移現象J セ ミ ナー に 1 3 . 1 0 . 1 4  
参加 ～ 1 3 . 1 0 . 2 1 
教育学部 助教授 徳橋 曜 イ タ リ ア 極小国家の 「国家ア イ デ ンテ ィ テ ィ I の社会的 ・ 経 1 3 . 1 0 . 2 2  
済的 文化的基盤に 関す る 研究資料収集のため ～ 1 3 . 1 1 . 1 5  
教育学部 教 授 田 上 善夫 7) リ カ合衆国， セ ン ト ルシ 極小国家の f国家アイ デ ンテ ィ テ ィ j の社会的 ・ 1 3 . 1 0 . 2 6  
7， ト リ ニダー ド ・ ドパゴ 経済的 ・ 文化的基盤 に関する 研究資料収集のため ～ 1 3 . 1 1 . 1 5  
工 学 部 助教授 高橋 隆一 ア メ リ カ 合 衆 国 第 1 5 回真空国際会議 ・ 第 1 1 回 固体表面 1 3 . 1 0 . 2 8  
国際会議 に 出 席 ， 研究発表 ～ 1 3 . 1 1 . 3 
海外研修 経済学部 講 師 大西 吉之 オ ラ ンダ 「救貧制度か ら 見 た 1 9世紀前期オラ ンダ 1 3 . 1 0 . 1 0  
階層社会の特徴 と そ の変遷j の研究調査 ～ 1 3 . 1 2 .  4 
経済学部 教 授 小松 和 生 韓国 近 代 日 朝 関係史資料収集 1 3 . 1 0 . 2 9  
～ 1 3 . 1 1 . 1 
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l竺
1 0月 1 日
2 日
3 日
4 日 ～ 5 日
5 日
9 日
1 0 日
1 1 日
1 2 日
1 5 日
1 6 日
1 7 日
1 8 日
1 9 日
22 日
22 日 ～24日
23 日
23 日 ～24日
25日 ～26日
26 日
2 9 日
29 日 ～30日
3 1 日
司昌司副
部 ｜
学長候補者選挙管理委員会
事務局連絡会
職員教養研修 （放送大学第 2 学期） 開講式
高等学校長協会 と 本学 と の 懇談会
入学式
運営会議
全 国 国立大学学生指導担 当 副学長 ・ 学生部長協議会 （於 ： 名 鉄 ト ヤマ ホ テ ル）
夜 間教育実施国立大学事務局長会議 （於 ・ 山 口 グラ ン ド ホ テ ル）
国立大学再編 ・ 統合検討委員 会
機器分析セ ンタ ー研究会
物 品 定期検査
北陸地区 国立学校等人事担当 課長会議
事務局連絡会
評議会 （臨時）
学長選挙
学長候補者選挙管理委員会
東海 ・ 北陸施設部課長会議 （貯 ： 富 山 大学）
入学試験実施委員会
日 本教育大学協会北陸地区会学長 ・ 副学長 ・ 学部長 ・ 学部教員合 同会議 （胎 ： 名 鉄 ト ヤマ ホ テ ル）
簿記講習会
学長候補者選挙管理委員会
評議会 （臨時）
北陸地区国立大学長懇談会 （珍 ： 金沢大学）
事務局連絡会
事務職員啓発セ ミ ナ一
事務協議会
フ lレ プ ラ イ ト メ モ リ ア ル基金 （ F M F ） ア メ リ カ 合衆国教員来学
簿記講習会
人事担 当 課長会議 （診 ： 東京 医科歯科大学）
留学生セ ンタ ー外国人留学生 日 本語研修 コ ー ス 開講式
運営会議
事務系職員英会話研修 （～平成 1 3年 1 2月 2 5 日 ）
平成 1 2年度着手の 全学 テ ー マ別評価 「教育サー ビス面 に お け る 社会貢献j に 関す る ヒ ア リ ング
（治 ： 学術総合セ ンタ ー ）
国立大学の設置形態 に 関す る 検討特別委員会
評議会
国立大学再編 ・ 統合検討委員 会
事務局連絡会
富 山 県地 区国立学校 等 中 堅職員研修
部局長会議
教養教育運営協議会
東海 ・ 北陸地区国立大学長会議 （酷 ： グ ラ ン ド ホ テ ル浜松）
全国国立大学生涯学習系 セ ンタ ー 研究協議会 （砂 ： 富 山 国際会議場）
国立大学学生関係部長 （相 当 職） 協議会 （珍 ： 秋 田 ビ ュ ー ホ テ ル）
日 本留学試験 「 中 部 （北陸グルー プ） 地域 ブロ ッ ク 会議J
国立大学協会臨時総会 （齢 ： 学士会館）
東海 ・ 北陸地 区 国立大学事務局長会議 （治 ： ホ テ ルア ソ シア静岡 タ ー ミ ナ ノレ）
経営者研究者交流会
事務局連絡会
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｜ 人 文 学 部 ｜
1 0月 1 日
5 日
1 0 日
1 7 日
23 日
24 日
25日 ～26 日
2 9 日
3 1 日
学部入学試験委員会
学部将来計画委員会
学部国 際交流委員会
学部予算委員会
学部教務委員会
学部将来計画委員会
教授会
平成 1 4年度富山 大学人文学部第 3 年次編入学選抜検査
学部予算委員会 （持 ち 回 り ）
緊急対策委員会
教授会 （人事）
教授会
緊急対策委員会
学部入学試験委員会
第55 回 国 立 1 7大学人文系学部長会議及び第24回 同事務長会議 （胎 ： 山 口 大学）
学部将来計画委員会
教授会 （人事）
教授会
｜ 教 育 学 部 ｜
1 0月 2 日
3 日
4 日
5 日 ～ 1 2 日
9 日
1 0 日
教育学部及び附属学校園共同研究 プ ロ ジ ェ ク ト 運営委員会
学部教務委員会
研究科小委員会
教授会
物品定期検査
学部国 際交流委員会
大学院願書受付
学部教官懇談会
後学期授業開始
研究科委員会
教授会
人事教授会
ア メ リ カ 合衆国マー レイ 州 立大学 と の学術交流協定調印 式 （万全 ： 富 山 大学）
第442号
1 1 日
1 2 日 日 本教 育大学協会北陸地 区会学長 ・ 副学長 ・ 学部長 ・ 学部教員合同会議 （胎 ： 富 山 大学）
学部拡大将来計画委員会
1 6 日
1 7 日
1 8 日
1 8 日 ～ 1 9 日
1 9 日
24 日
25日 ～26日
26 日
2 7 日
28 日
29 日
3 1 日
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フ ルプ ラ イ ト ・ メ モ リ ア ル基金 に よ る ア メ リ カ 人教員 ( 1 8人） 訪問
学部配分比率評価委員会
学部入学試験委員会
全 国 国立大学教育学部長会議 （時 ： 岡 山 大学）
日 本教 育大学協会北陸地 区社会科部門研究協議会 （胎 ： 富 山 大学）
教育方法 （ F D ） 推進検討委員会
平 成 1 4年度教育学研究科入学者選抜試験
教授会
学部紀要編集委員会
日 本教 育大学協会北陸地区理科部 門研究協議会 （胎 ： 富 山 大学）
日 本教 育大学協会学長 ・ 学部長等連絡協議会 （酷 ： K K R ホ テ ル東京）
附属 中 学校学習発表会
附属養護学校学習発表会
附属幼稚園避難訓練
研究科小委員会
研究科委員会
学部配分比率評価委員会
学部拡大将来計画委員会
附属養護学校 1 日 美術館
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｜ 経 済 学 部 ｜
1 0 月 1 日 学部入学試験委員会
2 日 平成 1 3年度物品定期検査
3 日 学部教務委員会
教授会 （臨時）
5 日 将来構想検討委員会 ・ 学部教務委員会合同会議
将来構想検討委員会
1 0 日 平成 1 4年度富 山 大学大学院経済学研究科 （修士課程） 入学試験合格者選考委員会
研究科委員会
1 2 日 学部入学試験委員会
1 7 日 学部教務委員会
学部国際交流委員会
人事教授会
教授会
22 日 学部総務委員会 （持 ち 回 り ）
2 4 日 3 年生対象第 2 回就職ガイ ダ ンス
研究科委員会小委員会
3 1 日 学部教務委員会
学部入学試験委員会
ブ�ー
1 0月 3 日 物品定期検査
学部施設委員会
4 日 学部入試委員会 （持 ち 回 り ）
9 日 後期授業開始
出 前講義 （貯 ： 富 山 県立滑川 高等学校）
1 0 日 大学院理工学研究科博士前期課程理学部会
教授会
人事教授会
大学院理工学研究科博士後期課程部会
1 2 日 学部施設委員会
動物実験安全専 門委員会 （持 ち 回 り ）
1 8 日 国立22大学理学部長会議 （胎 ： K K R ホ テ ル東京）
22 日 古紙回収
24 日 学部教務委員会
理学部教官懇談会
2 5 日 学部就職指導委員会
30 日 出 前講義 （除 ： 富 山 県立滑川高等学校）
3 1 日 学部施設委員会
守ー晶aι、
1 0月 3 日 学部入学試験検討委員会
4 日 教務委員会
学部将来計画委員会
1 0 日 教授会
専任教授会
大学院理工学研究科博士前期課程工学部会
大学院理工学研究科博士後期課程部会
1 5 日 教授会
23 日 学部学生生活委員会
24 日 学部 自 己点検評価委員会
2 9 日 学部入学試験検討委員会
学部将来計画委員会
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｜ 附 属 図 書 館 ｜
1 0月 1 8 日 平成 1 3年度第 3 回 附 属 図 書館運営委員会
24日 ～25日 国立大学附属 図書館協議会理事会 （珍 ： 大 阪大学）
｜地域共同研究センター｜
1 0月 5 日
1 8 日
29 日
3 1 日
運営委員会 （持 ち 回 り ）
運営委員会 （持 ち 回 り ）
運営委員 会 （持 ち 回 り ）
経営者 ・ 研究者交流会
司
国
平成 1 3年 9 月 大学院博士学位記授与者一覧
［工学研究科 （博士後期課程） ］
氏 名 論 文 題
第442号
目専 攻
物質 生産工学 原 陽 介 機能性薄膜材料の作製 と 応用 に 関す る 研究
平成 1 2 年 9 月 30 日 付 け
［理工学研究科 （博士後期課程） ］
専 攻 氏 名 論 文 題 目
山 村 栄 虎 大腸菌 N ー ヒ ド ロ キ シ ア リ ー ルア ミ ン O 一 ア セ チ ル ト
生命環境科学
ラ ンス フ エ ラ ー ゼ の精 製 ， 及 び生化学的特性の解析
成 亨 美
Archaeomagnetic Study in  Korea and its Application 
to Archaeology 
［理工学研究科 （博士後期課程） ］
専 攻 氏 名 論 文 題 日
土 肥 義 治 耐熱性ニ ッ ケ ルア ル ミ ナ イ ド お よ び そ の T i C 粒子強化複合材 料 の 結 品粒微細 化 プロ セ ス と 高速超塑性 に 関 す る 研究
シ ス テ ム 科学 Numerical Simulation on Long Wavelength Sound-Wave 
董 居 忠 CT 
平 成 1 3年 3 月 3 1 日 付 け
［理工学研究科 （博士論文提出による博士の学位授与者） ］
専 攻
シ ス テ ム 科学
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氏 名
小 島 正 美
論 文 題 目 授与年月 日
チベ ッ ト 文字認識 に 関す る 研究 平成 1 3 年 9 月 2 8 日
平成 1 3年 1 1 月 学 報 第442号
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ム附属幼稚園 運動会
ム秋 の大学キ ャ ンパス
編 集 富 山大学総務部企画室 干 930-8555 富 山市五福3 1 90 TEL. (076 )  445-6029 FAX. (076) 445-6033 
印刷所 あ け ぼの企画 （株） 〒930-003 1 富 山 市住吉町 ト5-8 TEL. (076)  424- 1 755 F心ι (076) 423-8899 
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